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リモートセンシング
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リモートセンシング（Remote Sensing）は、遠隔から対象物に触れずに
計測する技術です。人工衛星や航空機などが搭載しているセンサーを用い
て遠隔でものを調べる技術として知られています。
災害時は、発災のタイミングや被災状況・気象条件などにより現地に入れ
ない場合があります。人工衛星を利用するリモートセンシングは地上の影
響を受けず広域を観測できる唯一の手段ともいえます。



撮影プラットフォーム
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衛星 航空機 UAV

高度 600～700km 300m～3000m 150m以下

センサ 光学/SAR 光学 光学

観測範囲 光学：数km～180km
SAR：数km～500km

数km 数100m

分解能 光学：30㎝～
SAR：1m～

10㎝～ 数㎝～

タイミング １～２回／日 日中 日中

UAV
100～150m



世界の主要な地球観測衛星
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主な地球観測衛星
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主体 衛星 センサ 分解能（最大） 観測時刻（JST）

アメリカ Landsat 8 光学 15m 10:00

アメリカ GeoEye-1 光学 0.5m 10:00

アメリカ WorldView-4 光学 0.5m 10:00

フランス SPOT-6/7 光学 1.5m 10:00

日本 ALOS-2 SAR 1x3m 0:00/12:00

カナダ RADARSAT-2 SAR 3m 6:00/18:00

ドイツ TerraSAR-X SAR 1m 6:00/18:00

イタリア COSMO-SkyMed SAR 1m 6:00/18:00

各国（官民含む）が運用する衛星が災害監視で利活用されています。
現在、日本ではSAR衛星である「だいち２号（ALOS-2）」がJAXAに
よって運用されています。



衛星センサの種類 - 光学とSAR
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光学衛星：太陽光の反射を観測し画像化する。デジカメ画像と同じような画像が
得られるため一般に認識しやすい。撮影機会は日中の１回。

合成開口レーダ（SAR）衛星：衛星が照射したレーダの反射波を観測し画像
化する。夜間及び雲・天候の影響を受けず観測できる。レーダ画像は、反射強度
を数値化した白黒画像であり、レーダ特有の歪も含むことから、判読や解釈には
土地勘（GIS）や判読スキルが必要。撮影機会は１日に２回。

光学 SAR

DEMO©JAXA



日本のSAR衛星ALOS-2の災害監視

8 出典：「だいち2号」等JAXA衛星を活用した防災利用実証活動

１日に２回
夜間の災害に有利
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出典：国土交通省 水管理・国土保全局HP
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/

発災

平時・準備

発災直後

復興復旧

ベースマップ
地図情報

被害想定

気象情報
浸水域／土砂災
害危険域

被害推定

リモートセンシング
（緊急観測）

SNS
ソーシャルワーキング

リモートセンシング
（継続モニタリング）

被害調査・悉皆調査

道路啓開

衛星観測機会

タイムライン別の地理空間情報



平時・準備段階
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気象情報

土砂災害警戒判定メッシュ情報

降水ナウキャスト

被害想定情報

南海トラフ被害想定（震度分布）

南海トラフ被害想定（液状化）

浸水/土砂災害危険域 衛星観測機会

DEMO



発災直後
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被害推定情報 リモートセンシング（緊急観測）

SNS 道路通行可否

推定震度分布

http://bit.ly/2uPsNOz

東日本大震災
ソーシャルメディアマップ

通行実績マップ

©国土地理院

©JAXA

衛星画像・空中写真

DEMO



平成29年九州北部豪雨 タイムライン（概略）
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 7/5(水)
– 福岡・大分県内河川での氾濫発生（九州地整）

 7/6(木)
– 夜パス ALOS-2が被災地を撮影（JAXA）

 7/7(金)
– 通れるマップ公開（九州地整）※以降、順次更新

– UAV、空撮画像（国土地理院）※以降、順次更新

– 昼パス ALOS-2が被災地を撮影（JAXA）

– 日田市小野地区の土砂崩れを検出（山口大など）

 7/8(土)
– 航測会社による空撮画像・衛星画像（パスコ）、他社も続々と公開

 7/10(月)
– 情報収集衛星画像を公開（内閣情報調査室）

– 通行実績マップ※1、航測会社の空撮画像などが順次公開されはじめる（G空間
情報センター）

※１：パイオニア提供

時系列に提供・公開される
災害情報を迅速に収集し集
約することが重要！

DEMO



アジェンダ

14

1. リモートセンシング・災害時の衛星観測

2. 災害時における地理空間情報の活用

3. トレンド



GIS を取り巻く環境の変化
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地理空間情報の多様化

ITトレンド
• IoT
• ビッグデータ

データ収集手段
• GPS
• センサー
• UAV/ドローン
• MMS

空間範囲
• 3次元
• 屋内



16

地理情報を最大限に活用できるプラットフォーム

ArcGIS

アプリ

サービス

クラウド/オンプレミス

デスクトップ

Web

モバイル

さまざまなデータを統合・共有して
誰もが簡単に利用できる環境を提供

Web GIS



ArcGIS Online ＝ GIS の「情報共有」基盤
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 クラウド上でデータを共有し、いつでも、どこからでも、
さまざまなデバイスから利用可能

垣根の無いリソースの共有

ArcGIS Online



大規模災害WGを起点とした大学・JAXA間の連携
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ArcGISプラットフォームを介した情報共有

九州大学 アジア防災研究センターJAXA衛星利用運用センター

東北大学 災害科学国際研究所

山口大学・山口県



GISと画像処理の融合
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画像処理の舞台はGIS・クラウドへ

DEMO



Landsat Explorer
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Landsat 8 画像のオンライン画像処理アプリケーション

http://landsatexplorer.esri.com/

http://arcg.is/1LSNqx1

DEMO



教材
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ArcGIS Imagery Book

https://learn.arcgis.com/ja/arcgis-
imagery-book/#chapters
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まとめ
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⇒観測データの特徴と観測機会の理解

⇒タイムラインに対応したG空間情報の把握と活用

⇒Web GIS,多機関の情報共有,画像処理プラット
フォームとしてのGIS



参考情報
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 ESRIジャパン

– https://www.esrij.com/

 GISデータストア

– http://www.gisdata-store.biz/

 気象オンラインサービス（ベータ版）

– https://www.esrij.com/products/data-content-onlinesuite-
weather/

 狭域防災情報サービス協議会（MMDIN）被災状況マップ

– http://mmdin1.maps.arcgis.com

 ArcGIS Imagery Book

– https://learn.arcgis.com/ja/arcgis-imagery-book/chapter2/

 Landsat Explorer

– http://landsatexplorer.s3-website-us-west-2.amazonaws.com/

 ArcGIS Solutions

– https://www.esrij.com/products/arcgis-solutions/

https://www.esrij.com/
http://www.gisdata-store.biz/
https://www.esrij.com/products/data-content-onlinesuite-weather/
http://mmdin1.maps.arcgis.com/
https://learn.arcgis.com/ja/arcgis-imagery-book/chapter2/
http://landsatexplorer.s3-website-us-west-2.amazonaws.com/
https://www.esrij.com/products/arcgis-solutions/

